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 Pope, A. W. らの「子ども用 5領域自尊心尺度」邦訳版を使用して子どもの自尊感情を測定し，探索
的因子分析にて検討した．某県内の一小学校 5年生と一中学校 2年生，同県内一病院の小児科を外来受






















SE尺度としてPope, A. W.らのFive-Scale Test 















 某県内一小学校５年生 44 名と一中学校２年
生 34 名，同県内一病院の小児科を外来受診し
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表１ SE尺度の因子分析(最尤法：Promax回転）および各因子内の内的一貫性(Cronbach's α) 
項 目 因 子 負 荷 
第１因子   第２因子   第３因子 α 
【容姿】 
 21 私は，自分の顔立ちは良いと思います 
 9 私は，自分の顔立ちが気に入っています 
 33 私の笑顔はすてきだと思います 
 31 私は，いい人間だと思います 
 57 私はよい体つきをしていると思います 
【理想の自分】 
 13 私は今の自分とはもっと違っていたらいいのに，と思います 
 35 私はもっと友だちをつくるのが上手だったら，と思います 
 50 私は自分がもっと優秀な生徒だったらいいのに，と思います 
 51 私はもっと他の人の様にかっこよかったらいいのに，と思います 
 52 私がもっと今の自分と違っていたら，私の両親も幸せだろうと思います 
 37 私は，今の自分に じゅうぶんに まんぞくしています 
 15 私は他の同じ年の友達と同じくらい身長があったらいいのに，と思います 
【友達】 
 23 私は友だちといる時，とても楽しい気もちになります 
  32 私は，学校にいる時はとても楽しいです 
 11 私は，ほかの友達と一緒にいると，気もちが楽しくなります 
 17 私の友だちは，私の考えをよく聞き入れてくれます 
 
 .909 -.148 -.117 
 .841 -.138 -.014 
 .644 .030 .183 
 .545 .094 .074 
 .530 .062 .014 
 
 .192 .698 -.095 
 -.114 .657 -.062 
 -.133 .631 .062 
 .122 .596 -.123 
 -.086 .526 .016 
 .201 .456 .277 
 -.086 .445 -.044 
 
 -.114 -.048 .938 
 .118 .016 .594 
 -.007 -.062 .581 

















 因子寄与 3.81 1.93 1.28 
 因子寄与率(%) 23.82 12.03 7.99 
 因子間相関 第 1 第 2 第 3 
 第 1 1.00 .38 .44 
 第 2  1.00 .14 
 第 3   1.00 
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11.0 歳，最頻値 13 歳であり，右寄りの分布で
あった．小学生 84名（男 39名，女 45名），中
学生 61名（男 35名，女 26名）であった．性
別は男 74名，女 71名であった． 
 
３．２ SE尺度の因子分析 








に因子負荷 0.35 以上の項目が 3 つ以上になる
まで因子分析を繰り返した． 
 16項目を因子分析した時点で，全ての因子に



























表２ 全対象者の属性における SE得点の平均値 
 
  対象           全対象者 
（対象者数）         (n=145) 
年齢 
   ～11歳      12歳～ 
   (n=83)      (n=62) 
性別 
    男          女 
   (n=74)       (n=71) 
第１因子【容姿】         .61± .48 
第２因子【理想の自分】  1.20± .47 
第３因子【友達】        1.51± .44 
  .61± .46    .60± .50 ns 
 1.22± .48   1.17± .46  ns 
 1.45± .45   1.57± .43  ns 
  .62± .50    .59± .45 ns 
 1.22± .44   1.17± .50  ns 
 1.47± .46   1.54± .42  ns 
























ているのか検索するには，5 因子による SE 尺
度は限界があると考えられる．尺度では全般的
な SE を測定し，SE を低めている要因を把握
する方法とは別個にするとよいと考えられる． 
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Self-Esteem in Children : 





  This study examined a factor structure of the Japanese version of the Five-Scale Test of 
Self-Esteem for children. The scale was administered to 145 children (6~15 years old) who were 
fifth graders in a primary school , second-year students in a junior high school, and children in- 
and out-patients of a pediatric department in a prefectural hospital. The exploratory factor 
analysis (maximal likelihood method, promax rotation) resulted in three factors. These were 
named "appearance", "ideal himself/herself", and "friends". Cronbach's coefficiencies of three 
factors were 0.73, 0.77, and 0.82. There were no significant age, or gender differences on subscale 
scores. 
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